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第㉛回

星 

素
子 

氏
（
美
術
家
／
言
葉
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

▼
言
葉
を
ア
ー
ト
に
す
る

人
間
が
生
き
残
り
、
進
化

し
て
き
た
背
景
に
は
、「
言

葉
」
を
用
い
、
理
解
し
、
そ

の
種
族
や
民
族
が
、
あ
る
い

は
国
民
が
共
栄
共
存
し
て
き

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
筆

者
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の

「
バ
ベ
ル
の
塔
」
の
絵
に
は

特
別
の
関
心
が
あ
り
二
つ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
図
を
見
に
出
か

け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の

主
題
は
〝
言
語
の
混
乱
〟
で

あ
り
、
結
果
、
塔
の
完
成
は

な
く
人
々
は
離
散
し
た
と
さ

れ
る
。
神
が
意
図
し
た
通
り

で
あ
り
、
言
葉
や
言
語
、
つ

ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
教
え
て
く
れ
る
。

言
葉
は
、
「
言
の
葉
」
と

も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
木

の
枝
の
先
に
留
ま
り
光
を
求

め
て
日
々
成
長
す
る
片
状
の

緑
葉
に
似
た
意
味
合
い
と
し

て
重
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。

か
な
り
古
い
話
で
は
あ
る

が
、
筆
者
が
大
学
に
入
学
し

教
わ
っ
た
英
語
の
教
科
書
の

最
初
の
一
文
は
〝Language 

is 
always 

changing.

〟

で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、

ま
さ
に
こ
の
意
味
合
い
で
あ

る
。「
言
葉
」
は
、
人
間
の

社
会
で
の
必
須
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
は
あ

る
が
、
意
思
の
伝
達
ば
か
り

で
な
く
、
文
字
と
し
て
の
伝

達
で
は
明
確
に
ア
ー
ト
と
し

て
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
日
本
人
と
し
て

の
私
た
ち
に
幸
い
す
る
の

は
、「
漢
字
」
が
文
字
の
形

態
に
偏へ
ん

や
旁

つ
く
り

が
あ
る
こ
と
の

ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
を

持
ち
、
同
時
に
情
感
を
重
ね

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ

る
。
情
感
は
、
さ
ら
に
情
景

に
広
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

ア
ー
ト
は
技
巧
で
も
あ
る

が
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
「
言

葉
ア
ー
ト
」
と
い
う
独
自
の

世
界
を
つ
く
っ
て
い
る
人
物

を
今
回
は
紹
介
し
た
い
。
星

素
子
氏
で
あ
る
。

▼
言
葉
と
の
出
合
は
宿
命
か

星
素
子
氏
と
最
初
に
出
会

っ
た
の
は
、
筆
者
が
日
本
建

築
美
術
工
芸
協
会
（
Ａ
Ａ
Ｃ

Ａ
）
へ
入
会
し
て
か
ら
で
、

も
う
８
年
以
上
も
前
に
な

る
。
そ
の
入
会
の
動
機
づ
け

は
、
本
コ
ラ
ム
の
第
13
回
で

紹
介
し
た
七
字
祐
介
氏
と
の

繋
が
り
に
よ
る
【
註
１
】。

星
氏
は
、
当
時
か
ら
「
言

葉
ア
ー
ト
」
と
呼
ぶ
漢
字
４

文
字
を
方
形
に
２
行
２
列
配

置
し
た
表
現
方
法
を
展
開
し

て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て

は
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に

「
運
」「
有
」「
幸
」「
共
」
の

４
文
字
の
配
置
で
あ
る
。
こ

の
漢
字
の
選
択
、
そ
し
て
配

置
の
順
番
は
、
個
人
の
感
覚

に
よ
る
。
そ
れ
が
「
言
葉
ア

ー
ト
」
の
由
縁
で
あ
る
。

実
は
、
星
氏
が
こ
う
し
た

文
字
表
現
の
世
界
に
入
る
こ

と
は
必
然
で
あ
っ
た
よ
う
に

も
思
え
る
。
星
素
子
氏
は
、

山
口
県
徳
山
市
に
生
ま
れ

「
我
」
／
夢
」「
風
」「
和
」

「
支
」
の
４
文
字
を
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
に
印
刷
し
木
の
枝

の
間
に
展
示
し
た
。
そ
れ
は
、

公
共
の
公
園
に
「
詩
情
」
を

添
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

私
た
ち
に
大
き
な
変
革
を

与
え
た
災
害
が
２
０
１
１
年

３
月
11
日
（
３
・
11
）
の
東

日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電

所
の
事
故
で
あ
っ
た
。
星
氏

は
、
ル
ー
ツ
が
仙
台
の
伊
達

家
に
繋
が
る
の
で
、
被
災
地

で
も
活
動
し
た
が
、
そ
こ
で

い
わ
ゆ
る
「
参
加
型
ア
ー

ト
」の
重
要
性
を
認
識
し
た
。

切
っ
掛
け
に
な
っ
た
の

は
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
地
域

小
学
校
５
年
生
に
言
葉
ア
ー

ト
素
こ
と
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
授
業
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
の
希
望
の
「
素
こ
と
ば
」

を
挙
げ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

つ
な
げ
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
の
考
え
る
地
域
に
抱
く
内

発
性
を
漢
字
で
表
現
す
る
自

由
と
個
性
の
発
現
に
は
、
子

供
な
が
ら
の
、
こ
れ
ま
で
の

生
き
た
経
験(

歴
史)

と
現
在

の
想
い
の
発
現
で
あ
り
、
そ

れ
は
未
来
へ
の
発
展
を
漢
字

と
し
て
表
現
で
あ
る
。
そ
れ

は
平
面
的
に
自
己
実
現
す
る

た
。
現
在
の
周
南

市
で
、
長
州
、
つ

ま
り
吉
田
松
陰
の

松
下
村
塾
の
気
風

が
あ
る
土
地
柄
で

あ
る
。
こ
う
し
て

星
氏
が
入
学
し
た

徳
山
小
学
校
に
お

い
て
は
、
素
読
の

慣
わ
し
が
あ
り
、

古
今
東
西
の
詩
歌

を
憶
え
て
紙
に
書
く
学
習
が

行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
星
氏
の
母
親
は
茶
道

を
嗜
み
、
こ
れ
を
教
わ
っ
た

と
い
う
。
と
り
わ
け
影
響
を

受
け
た
の
は
、
抹
茶
で
の
泡

立
ち
。
泡
の
発
生
と
消
滅
の

現
象
を
自
然
と
の
調
和
、
そ

し
て
「
曼
荼
羅
／
ま
ん
だ

ら
」
の
世
界
と
し
て
と
ら
え

た
。
子
ど
も
で
あ
っ
た
が
心

奪
わ
れ
た
と
い
う
。

父
親
は
、
大
手
ス
テ
ン
レ

ス
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
で
あ
っ

た
が
徳
山
市
か
ら
呉
市
に
転

勤
。
素
子
も
高
２
で
転
校
、

瀬
戸
内
海
の
二
都
市
で
暮
ら

し
た
。
大
学
進
学
に
当
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
心
の
世
界

を
追
求
し
、
芸
術
と
文
芸
を

融
合
す
る
志
を
も
っ
た
。
そ

れ
は
、
前
述
し
た
言
葉
や
表

現
、
さ
ら
に
は
関
わ
る
小
宇

宙
を
実
感
し
、
ず
ば
り
日
本

大
学
芸
術
学
部
文
芸
科
を
選

択
、
進
学
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
専
攻
を
履
修
し
た
。
こ

れ
は
星
氏
自
身
が
獲
得
し
た

因
果
で
あ
っ
た
と
評
し
た
い
。

さ
ら
に
日
芸
で
は
、
恩
師

で
メ
デ
ィ
ア
美
学
者
の
武
邑

光
裕
先
生
の
講
義
で
、
長
い

視
座
を
も
ち
未
来
的
な
思
考

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
結

果
、
星
氏
は
小
宇
宙
を
小
説

と
小
論
文
に
し
て
卒
業
し
た
。

そ
の
後
、
広
告
制
作
会
社

で
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

日
本
語
、
英
語
と
対
峙
し
文

字
と
の
関
わ
り
を
実
務
と
し

て
深
め
た
。
そ
れ
は
、「
守

破
離
」
の
教
え
の
よ
う
に
自

身
の
境
地
を
切
り
開
く
こ
と

に
な
っ
た
。
自
身
が
発
現
し

た
も
の
が
、「
言
葉
ア
ー

ト
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
子
供
時
代
か
ら
の
言

葉
と
の
出
会
い
が
脈
々
と
重

な
っ
て
の
こ
と
と
思
え
る
。

強
く
言
え
ば
、
宿
命
と
も
い

え
る
。

▼
平
面
展
示
か
ら

　
立
体
展
示
へ

星
氏
は
、「
言
葉
ア
ー

ト
」
を
展
示
会
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
し
て
展
開
し
た
。

そ
の
年
次
進
行
は
末
尾
の

【
活
動
】
に
記
載
し
た
。
な

お
、
言
葉
ア
ー
ト
は
「
素
こ

と
ば
」
と
称
す
る
場
合
も
あ

る
が
、
平
面
仕
上
げ
の
活
版

作
品
を
手
に
し
、
ア
メ
リ
カ

３
都
市
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
旅
も

行
い
、
２
０
０
９
年
に
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
紀
伊

國
屋
書
店
（
米
国
）
に
お
い

て
、
作
品
の
展
示
販
売
も
行

っ
た
。

２
０
１
２
年
に
は
、
東
京

都
立
善
福
寺
公
園
の
桜
の
樹

や
藤
棚
に
複
数
の
「
素
こ
と

ば
」
作
品
を
展
示
し
た
。
例

え
ば
、「
生
」「
心
」「
野
」

「
歩
」
／
「
観
」「
知
」「
夢
」

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
制
作
し
、

展
示
会
場
の
四
万
温
泉
・
旧

第
三
小
学
校
に
展
示
さ
れ

た
。
バ
ト
ン
を
書
い
た
子
ど

も
達
が
、
両
親
や
祖
父
母
と

夢
中
で
マ
イ
バ
ト
ン
を
探
す

光
景
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。

▼
未
来
へ
の

　
言
葉
の
バ
ト
ン

星
素
子
氏
は
、
実
は
新
宿

中
村
屋
の
相
馬
黒
光
と
の
縁

戚
で
も
あ
る
と
聞
く
。
時
代

を
切
り
開
く
血
筋
が
流
れ
て

い
る
と
筆
者
は
期
待
し
た

い
。
い
ま
大
事
な
こ
と
は
ア

ー
ト
で
あ
り
、「
時
代
を
切

り
開
く
こ
と
、
そ
れ
は
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
、
あ
え
て
言

え
ば
22
世
紀
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
こ
と
」
で
あ
る
。
目
標
は

未
来
で
あ
り
、
未
来
に
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
扉
を
開
く
こ

と
に
違
和
感
を
持
た
せ
な
い

事
前
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ

は
言
葉
が
後
押
し
し
、
実
は

予
見
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
を

見
え
る
形
に
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ

で
、
そ
の
仲
間
た
ち
が
追
い

求
め
て
い
た
共
通
語
で
も
あ

っ
た
。
星
氏
は
そ
れ
を
個
人

的
な
宿
命
と
し
て
す
で
に
追

い
求
め
、
実
践
し
て
い
る
。

大
い
に
応
援
し
た
い
。
22
世

紀
、
さ
ら
に
は
23
世
紀
へ
と

バ
ト
ン
を
手
渡
し
て
欲
し
い
。

【
註
１
】
七
字
祐
介
氏
「
都

市
を
記
憶
す
る
装
置
と
し
て

の
複
合
施
設
の
、
設
計
と
環

境
デ
ザ
イ
ン
」、『
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
新
聞
』
、
第191

号
10
面

（2021

年
8
月
2
日
（
月
）

発
行
）http://www.kofu

z
a
.
c
o
m
/
i
m
a
g
e
s
/

nen_2021_13.pdf

【
活
動
】

２
０
２
１
年
〝
館
林
バ
ト
ン

＆
エ
ア
ハ
グ
〟
群
馬
県
立
館

林
美
術
館
開
館
20
周
年
記
念

行
事
、
館
林

２
０
１
９
年
〝
中
之
条
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
〟
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
群
馬

２
０
１
８
年 

作
品
恒
久
設

置 

〝
目
黒 

素
こ
と
ば
〟 

目

黒
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
森

の
広
場
、
東
京

２
０
１
８
・
２
０
１
７
年 

〝

aaca BOX

展
〝
建
築
会
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
〟
東
京
（
オ
ー
デ

ィ
エ
ン
ス
賞
）

２
０
１
８
年
・
２
０
１
５

の
で
は
な
く
、
立
体
的
に
３

Ｄ
と
し
て
外
部
表
現
す
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
も
、
個
人

で
は
な
く
多
数
の
人
々
が
表

現
す
る
と
い
う
ア
ー
ト
の
民

主
主
義
と
も
い
え
る
重
要
性

を
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

先
述
し
た
善
福
寺
公
園
の
例

と
も
関
連
が
あ
る
が
、「
立

体
展
示
」（
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。

星
氏
は
、
こ
の
の
ち
参
加

型
＆
体
験
型
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
注
力
し
て
い
る
。

▼
自
治
体
＆
施
設
と
の
連
携

素
こ
と
ば
の
広
い
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
理
解

し
て
い
る
が
、
そ
の
取
り
組

み
が
、
公
共
施
設
で
の
展
示

や
展
開
に
拡
大
し
て
い
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
。

そ
の
例
と
し
て
、
昨
年
は

群
馬
県
立
館
林
美
術
館
の
開

館
２
０
周
年
記
念
行
事
企
画

の
中
で
、
星
素
子
展
示
『
館

林
バ
ト
ン
＆
エ
ア
ハ
グ
』
が

行
わ
れ
た
。
２
０
２
１
年
９

月
～
11
月
で
あ
っ
た
。
企
画

は
次
の
よ
う
な
趣
向
と
な
っ

た
。
参
加
型
ア
ー
ト
《
館
林

バ
ト
ン
》
で
は
、
家
庭
の
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
ロ
ー

ル
芯
を
、
運
動
会
の
バ
ト
ン

の
よ
う
に
と
ら
え
、「
未
来

に
手
わ
た
し
た
い
バ
ト
ン
」

と
み
な
す
。
ロ
ー
ル
芯
に

は
、
募
集
す
る
テ
ー
マ
に
関

係
し
た
漢
字
１
文
字
を
書

き
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
テ

ー
マ
ご
と
の
「
館
林
バ
ト
ン

漢
字
収
集
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
に
投

入
。
１
週
間
ご
と
に
星
素
子

が
回
収
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
追
加
制

作
し
展
示
。
最
終
日
に
向
け

て
次
々
と
広
が
っ
て
い
く
、

立
体
的
＆
時
間
成
長
型
の
展

示
で
、
ま
さ
に
参
加
型
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
作
品
の

例
を
写
真
に
示
す
。

そ
の
２
年
前
２
０
１
９
年

に
は
、
中
之
条
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
国
際
現
代
芸
術

祭
２
０
１
９
が
、
８
月

24
日
か
ら
９
月
23
日
ま

で
、
１
カ
月
間
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
星
氏

は
、「
中
之
条
バ
ト
ン
を

つ
く
ろ
う
！
」
に
参
加

し
、
展
示
を
行
な
っ
た
。

展
示
品
の
《
中
之
条
バ
ト

ン
》
は
、
中
之
条
小
学
校

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

授
業
の
一
環
と
し
て
〝
漢

字
バ
ト
ン
〟
を
書
い
て
も

ら
い
、
星
氏
が
イ
ン
ス
タ

年
・
２
０
１
３

年 

〝
日
本
視
覚

詩
パ
リ
展
〟 

ギ

ャ
ラ
リ
ー
サ
テ

リ
ッ
ト
パ
リ
、 

フ
ラ
ン
ス

２
０
１
７
年 

〝

M
O
T
O
K
O
T
O
B
A 

WORKSHOP

〟 

オ

リ
エ
ン
ト
美
術

館
、 

ポ
ル
ト
ガ

ル２
０
１
７
年 

〝

三
三
三
一
こ
と

ば
市-

素
こ
と

「言葉アート」の星素子氏

漢字4文字による「素ことば」

自然に詩情を気づかせてくれる
インスタレーション

《館林バトン》のインスタレーション

《中之条バトン》のインスタレーション

←

連　
載


